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　１２月１２日(水 )

学士課程の授業を通した
汎用コンピテンスの形成とその評価

－マレーシアにおけるiCGPAの取り組みが示す可能性と課題－

２０１８年

１２：１５～１３：１５

　大学設置基準第42条の2は、各大学に対して「学生が
卒業後自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立
を図るために必要な能力を、教育課程の実施及び厚生
補導を通じて培う」よう求めています。本学において
も、学士課程の授業を通した汎用コンピテンスの形成
について、教育企画室及びチューニングタスクフォー
スを中心に検討が重ねられてきているところです。
　その実現のためには、汎用コンピテンスに関するベ
ンチマーク（到達目標）の設定や学習状況のモニタリ
ング、学習成果の評価が必然的に求められるようにな
るでしょう。
 …でも、実際にはどうするの？　ホントにできるの？
というのが私たちの実感ではないでしょうか。
今回は、学士課程における汎用コンピテンスの育成と
その評価について、大胆とも言える枠組みと方策を提
示したマレーシアにおけるiCGPA（In t eg r a t ed 
Cumulative Grade Point Average）の取り組みの現状と
課題について、実地調査の結果を基にご報告します。
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学群生、大学院の学生
および一般の方の参加も

歓迎します
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